
令和8年7月10 日(金)

伊丹市職員パーパス策定記者会見



パーパスとは・パーパス策定の背景
なぜ、今、自治体がパーパスを作るのか

市職員共通の羅針盤を

策定することにしました
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「私たちは、何のためにこの仕事をしているのか」

私たちの“存在意義”であり、組織全体の“共通の軸”

一人ひとりの仕事の意味をつなぐ「職員の羅針盤」

パーパスとは

伊丹市としての軸（パーパス）を明確にし、

自ら考え挑戦する組織文化が必要となる。

ポイント

●兵庫県内の自治体初！

●今後20年程度の

伊丹市職員の羅針盤

●職員一丸となって策定

●市民サービスの維持向上
人材確保 労働生産・効率労働人口の減少

＜課題とリスク＞

モチベーション
低下 一体感の希薄化

市民サービス
への影響

なぜ今取り組むのか

課 題

リスク



パーパス策定のプロセス 私もワークショップに

参加しました
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わたしの意志が、伊丹をつくる。



１．伊丹市職員ひとりひとりの本音を集約

２． AIM =  狙い、意志、チャレンジ目標

３．端的な言葉で、日常で使いやすい

４．伊丹ならではの、オリジナリティ （ ITAMI のアナグラム）
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6

わたしの意志が、

伊丹をつくる。
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伊丹市をこんなまちにしたい、と語る「わたし」がいる。

目の前の市民を笑顔にしたい、と動く「わたし」がいる。

伊丹のまちはこれまでも、そうした職員ひとりひとりの

内なる意志によって、一歩ずつ丁寧につくられてきました。

水が足りなければ、池をつくる。  

城の時代が変われば、新たな文化とともに、まちをきずく。

伊丹は、足りないものを嘆くのではなく、

みずからの意志で切り拓き、新しい価値を生み出してきました。

この「マインド」こそが、大切にすべき誇りです。

そして、この DNA を未来に繋げていくのは、私たちにほかなりません。

誠実さとつながりを強みに、市民とともにあらゆる現場で、

小さな価値を積み重ね、市民ひとりひとりの最高の日常を目指してきました。

その積み重ねを支えてきたのが、私たちの意志です。

これから先、未来が予測できない時代だからこそ、

職員ひとりひとりの「意志＝ AIM 」を大切にしたい。

「 AIM 」を込めた仕事は、きっと楽しい。

誇りを胸に、ポジティブに、笑顔でまちづくりをしよう。

愛着を育み、住み続けたくなるまちへ。帰りたくなるまちへ。

そして、誰もが大切な人に自慢できるまちへ。

すべては、あなたの「 AIM 」から、はじまります。

わたしの意志が、伊丹をつくる。



今後の展開 ～ な文化を醸成する～
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職員のエンゲージメントが向上する

業務改善が活発に行われる 職場風土・文化が醸成される

市民サービスが向上する

職員一人ひとりの行動の積み重ねで
豊かな組織を育て、選ばれる伊丹市へ

市民サービスの維持向上

組織文化・組織力の向上

知る
職員全員がパーパスを

「知る」状態

考える（理解）

ここからが本番！

使う（行動）

もっとも重要な段階

文化にする（定着）

変容を起こす！

ワークエンゲージメントの向上

組織文化・職員満足の向上

市民満足

選ばれる伊丹市へ

選ばれる
伊丹市へ
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